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研究成果の概要（和文）：知識の移転・共有を、人々の相互作用と意思決定の観点から特徴付ける「ミクロ的基
礎」に関する研究を行なった。ゲーム理論の枠組みを用いて、非協力アプローチ、協力アプローチの両面から、
この問題を扱う理論モデルの構築に取り組んだ。前者については、意思決定状況に関する知識が偏在する状況を
モデル化し、その均衡概念や、起こり得るコミュニケーションのあり方について分析した。後者については、知
識共有を協力行動と捉えた場合の提携形成や利得分配のあり方を分析した。

研究成果の概要（英文）：I conducted research on the "micro-foundations" characterizing the transfer 
and sharing of knowledge from the perspectives of human interactions and decision-making. Using the 
framework of game theory, I worked on constructing theoretical models to address this issue from 
both non-cooperative and cooperative approaches. For the former, I modeled situations where 
knowledge about decision-making is unevenly distributed and analyzed the equilibrium concepts and 
possible forms of communication in such scenarios. For the latter, I analyzed the formation of 
coalitions and the distribution of gains when knowledge sharing is regarded as cooperative behavior.

研究分野： 意思決定論、ゲーム理論
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
経営学において、知識マネジメントの研究が盛んになされているが、その「ミクロ的基礎」に関する研究は不十
分であった。本研究はそのある側面に関して理論的基礎を提供するものである。また、構築、分析した理論モデ
ルは、ゲーム理論の研究としても新規性、理論的な貢献を有するものであり、いくつかの成果はこの分野で定評
のある論文誌に掲載された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
経営学において、知識マネジメントの研究が盛んになされているが、そこで鍵となる知識の移
転・共有を、人々の相互作用と意思決定の観点から特徴付ける「ミクロ的基礎」に関する研究は
不十分であった。知識の移転・共有のメカニズムを理解し、示唆を得るには、従来の実証研究の
みならず、ミクロ的基礎のような理論的な考察が不可欠である。 
一方、相互意思決定を数理的に記述・分析するゲーム理論の分野では、知識が意思決定主体間

で偏在する状況を分析するため、「気付きの非対称性」を扱う理論モデルの研究が、比較的新し
い分野として発展してきている。これは、知識移転・共有のミクロ的基礎付けに最も有効な枠組
みの一つと考えられる。気付きの非対称性とは、経済学やゲーム理論で従来研究されてきた情報
の非対称性とは異なり、意思決定主体間で認識する可能性の集合に差異がある状況を指す。つま
り、ある意思決定主体が、意思決定状況のある側面について気付いていない、「unawareness」（定
着した訳語がないため、以下英語のまま用いる）のある状況である。これは、多くの経済、経営
の場面や、私たちの日常生活で広く見られる状況である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、ゲーム理論の枠組みを用いて、知識の移転・共有のミクロ的基礎を確立するこ
とである。気付きの非対称性を扱うゲーム理論モデル（games with unawareness）を応用して、
知識の提供者と受容者の相互作用を数理的にモデル化し、知識移転の状況を画一的に分析可能
なフレームワークを構築する。あるいは、そのための基礎となる理論モデルの構築や分析を行う。
さらに、協力ゲームの枠組みを用いて、知識共有を協力行動と捉えた場合の提携形成や利得分配
のあり方を分析する。このように、非協力アプローチだけでなく協力アプローチからの分析も行
うことで、多面的な示唆を得ることを目指す。 
 
３．研究の方法 
 
上述のとおり、ゲーム理論の既存モデルの応用、拡張を行う。より細かくはいくつかのトピック
に分かれるため、次の研究成果の項で詳しく述べる。 
 
４．研究成果 
 
主に以下の四つのテーマに取り組み、それぞれ下記の成果を得た。 
 
(1) unawareness のあるゲームにおける均衡概念の特徴付け： 
戦略集合に関する気付きの非対称性を含むゲーム理論モデルにおいて、従来、定常状態として

の均衡概念の議論が十分になされていなかった。非協力ゲームにおける標準的な均衡概念であ
るナッシュ均衡を数学的に拡張したものはあったが、unawareness のあるゲームにおいては、必
ずしも定常状態と解釈することはできない点が先行研究で指摘されていた。 
本研究では、この問題点を克服するものとして、合理化可能自己確証均衡（rationalizable 

self-confirming equilibrium）の概念を定義した。これは意思決定主体が合理的であり、かつ
ゲームの結果によってゲーム構造の認識や他者の選択に関する信念が覆されることがない状況
をであり、unawareness のあるゲームの定常状態と自然に捉えられる均衡概念である。これらの
性質については、認識的ゲーム理論の枠組みを応用して、その認識論的特徴付けを行うことで精
緻な分析を行なった。さらに、先行研究における既存の均衡概念との関係性についても整理した。
本研究は直接的に知識移転・共有を扱うものではないが、本研究課題で主に活用する
unawareness のあるゲームにおける意思決定主体の行動とその帰結を理解する基礎概念を整備
したものである。 
 
(2) unawareness のあるゲームにおける事前コミュニケーションの可能性の分析: 
気付きの非対称性がある状況では、ある意思決定主体が、自身の有する知識を他者に伝達する

誘因（インセンティブ）がある場合がある。そうすることでゲームの結果が変わり、自身にとっ
てより有利な結果を達成できる可能性があるためである。 
 本研究では、戦略集合に関する unawareness のあるゲームにおいて、ゲームが行われる前に意
思決定主体間で認識している戦略集合に関するコミュニケーションが可能である状況を想定し
て、どのようなときにコミュニケーションが行われ得るかを、ゲーム理論における標準的な解概
念の一つである合理化可能性の概念を用いて検討した。ここで、戦略集合に関するコミュニケー
ションとは、たとえば「私は X という戦略を持っている」という事実を他者に伝えることであ
る。このような知識の移転・共有を、ゲーム的状況における合理的な意思決定の帰結と捉えて、



そのミクロ的基礎についての一つの分析を提示した。 
 
(3) 意思決定基準に関する気付きの非対称性を考慮したゲーム理論モデルの構築： 
意思決定主体が複数の意思決定基準を持つ多基準ゲーム（multicriteria game）と呼ばれるゲ

ーム理論のモデルがある。通常のゲーム理論では利得が実数値であるのに対して、多基準ゲーム
では利得がベクトルとして与えられる。ベクトルの各次元が、それぞれの意思決定基準を表す。
従来の多基準ゲームに関する研究では、各意思決定主体がどのような意思決定基準を持つかは
共有知識と仮定された。 
本研究では、この仮定を緩めて、意思決定基準に関する気付きの非対称性を考慮したモデルを

構築した。また、そのようなゲームの解概念として、標準的なゲーム理論における合理化可能性
の概念を拡張して定義し、その数理的性質について議論した。知識移転の観点からは、意思決定
基準の認識に関するコミュニケーションや情報伝達は現実の様々な状況で広く見られるもので
あり、その分析のための基本モデルとして位置付けられる。 
 
(4) 協力ゲームアプローチによる知識移転・共有の分析モデルの構築： 
個々の意思決定主体が不確実性下の意思決定に直面しており、意思決定に先立ち、不確実性に

関する知識や情報のやり取りを他者と行う可能性を想定して、そのような知識共有を協力行動
と捉えた場合の提携形成や利得分配のあり方を協力ゲームの枠組みを用いて定式化した。この
モデルでは、ある提携が形成された場合、提携内の意思決定主体は、同じ提携の意思決定主体の
持つ知識を利用可能であると仮定している。このような集団の持つ知識は、情報科学の分野では
分散知識（distributed knowledge）とも呼ばれ、この概念をゲーム理論的な分析に応用したこ
とも本研究の貢献の一つである。協力ゲームにおける標準的な解概念であるコアおよびシャー
プレイ値について、このようなクラスのゲームでのそれらの性質を分析した。 
 
以上の成果はいずれも、ゲーム理論やその関連分野において国際的に定評のある論文誌に出版
され、あるいは出版のための審査中である。 
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